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特 集
中学生に聴く !

わたしが
� 議員になったら…



特
　
　

集

　様々な障がいをもった子どもとその家族の
ために、安心して預けられる保育施設、児童
発達支援施設や様々な福祉支援サービスを提
供したい。

実現すれば…
　障がいをもった子ども
達やその家族が安心して

暮らせる町になり、全ての人にとって住みや
すい町になる。

片
かた

桐
ぎり

 静
しず

流
る

 さん

会　長

「わたしが議員になったら�」

　子育て支援のために、給付金やノート、鉛
筆などの文房具の配布をしたい。

実現すれば…
　みなかみ町での子育て
が楽になり、みなかみ町

に住みたい・ここで子育てをしたいと思う人
が増える。そうなれば、みなかみ町が子ども
の多い、活気のある町になる。

加
か

藤
とう

 珠
たま

美
み

 さん

会　計

「わたしが議員になったら�」

わたしがわたしが
� 議員になったら…� 議員になったら…

ご協力いただいた生徒会本部役員の皆さん
（写真撮影のためマスクははずしています）

中学生に聴く !
　みなかみ町は１０月に町長と議会議員の選挙

があるよ。もし自分がみなかみ町議会議員に立

候補するとしたら、公約は何にする？

　公約って、私が議員になったらこんなことを

しますとか、こんな町にしたいですとか、自分

の実現したいことを町民と約束すること。町民

の幸せのために何をする？

　「新治地区の人々」のために、「新治まで電
車を延ばし、駅をつくりたい」。

実現すれば…
　新治地区の人たちは電
車に乗るために後閑駅ま

で来る必要がなくなり、月夜野・水上・藤原
地区の友達との外出がしやすくなる。そのこ
とで、みなかみ町の人々が幸せになる。

林
はやし

 　悠
ゆう

斗
と

 さん

副会長

「わたしが議員になったら�」

　交通事故減少のために、信号・横断歩道の
増設や歩道の補修をしたい。

実現すれば…
　小中学生の登下校や歩
行者の安全確保ができ、

一般の歩行者も快適に通行でき、さらに交通
事故を減らすことにつながり、小さな子ども
からお年寄りまで全ての人が安心して過ごせ
る町になる。

宮
みや

嶋
じま

 倖
こう

太
た

郎
ろう

 さん

書　記

「わたしが議員になったら�」

　みなかみ町を世界一サステナブルな町にす
るために、SDGs に取り組み、目標を達成
したい。私は一つの目標ではなく、複数の目
標を同時に達成することが重要だと考えるの
で、特に環境に配慮した経済活動を行い、町
を活性化させたい。

実現すれば…
　みなかみ町の素晴らし
い自然が、何世代先まで

も残り、誰もが自由に生きたいように生きる
ことができる持続可能な町になり、人も自然
も幸せになると思う。

北
き た

山
や ま

 瑠
る

那
な

 さん

会　計

「わたしが議員になったら�」

　みなかみ町の人のために、特に車と歩行者
の交通事故を防ぐために、ガードレールを設
置することと、車を運転する人へスピードを
出しすぎないように呼びかけられるものをつ
くりたい。

実現すれば…
　歩行者も運転手も快適
に生活できるし、交通事

故も減るようになって、みなかみ町が交通事
故の少ない町になり、住む人々が安心して生
活できるようになる。

阿
あ

部
べ

 心
ここ

菜
な

 さん

副会長

「わたしが議員になったら�」

　共働きの家庭の人々や子どものお世話をした
くてもできない人々のために、仕事中でも保育
園や幼稚園に預けずに、どんな家庭でもベビー
シッターを頼めるような制度をつくりたい。

実現すれば…
　今は子どもが小さく
て、しかも共働きの家庭

で、お子さんを保育園や幼稚園に預けたり、
連れて行くことが難しいご家庭も安心して仕
事に行けるようになる。また、子どものお世
話をしたくてもできない人も子どものお世話
ができる。そうすることで、みなかみ町に住
む親子が幸せになり、また、安心して子ども
を産むことができるようになる。

西
にし

形
かた

 颯
そう

茉
ま

 さん

書　記

「わたしが議員になったら�」

下校前の自習時間下校前の自習時間 清掃タイム清掃タイム 運動タイム運動タイム
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６月定例議会議案及び議決結果
議案番号 議案内容 議決結果

発議
第 2 号 再生可能エネルギー発電設備の適正な設置に関する条例の制定

全会一致可決
第 3 号 再生可能エネルギー発電設備設置審議会設置条例の制定

報告

第 8 号 損害賠償の額の決定及び和解の専決処分報告

第 9 号 令和３年度一般会計繰越明許費繰越計算書の報告

第 10 号 令和３年度水道事業会計予算繰越計算書の報告

第 11 号 土地開発公社の経営状況の報告

諮問 第 1 ～ 2 号 人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることについて 適任との意見

議案

第 38 号 消防ポンプ自動車購入契約の締結

全会一致可決

第 39 号 消防小型動力ポンプ付積載車購入契約の締結

第 40 号 給水タンク車購入契約の締結

第 41 号 奥利根アメニティパーク中継設備等整備工事の建設工事請負契約の締結

第 42 号 社会資本整備総合交付金事業除雪機(ロータリ除雪車11ｔ+100PS級）購入契約の締結

第 43 号 社会資本整備総合交付金事業除雪機（除雪ドーザ８ｔ級）購入契約の締結

第 44 号 介護保険条例の一部を改正する条例

第 45 号 一般会計補正予算 ( 第２号 )

第 46 号 国民健康保険税条例の一部を改正する条例

陳
情
陳
情

件　名 陳情人 付託委員会及び審査結果 本会議審査結果

第
４
号

地方自治法第 92 条の 2 に抵触す
る議員の辞職の決議を求める陳情

みなかみ町布施339-1
布施区長　鈴木 章二

総務文教常任委員会
不採択すべきもの 不採択

第
５
号

投票環境の改善を求める陳情書
みなかみ町永井425番地
みなかみ町の選挙を考える会

代表　永井 　浩

総務文教常任委員会
趣旨採択すべきもの 趣旨採択

第
６
号

RDF 実証実験ボイラーの撤去を求
める陳情書

みなかみ町新巻1225番地
みなかみ町のごみ問題を考える会

代表　大坪　 進

厚生常任委員会

不採択すべきもの 不採択

審
議
内
容
及
び
結
果

４月
臨時議会
あらまし

　

４
月
20
日
に
臨
時
議
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　

報
告
１
件
、
承
認
４
件
、
人
事
１
件
、
補
正
１
件

を
審
議
し
た
。

4 月臨時議会議案及び議決結果
議案番号 議案内容 議決結果

報告 第 7 号 損害賠償の額の決定及び和解の専決処分報告

承認

第 2 号 税条例の一部を改正する条例の専決処分報告

全会一致承認
第 3 号 都市計画税条例の一部を改正する条例の専決処分報告

第 4 号 国民健康保険税条例の一部を改正する条例の専決処分報告

第 5 号 令和３年度国民健康保険特別会計補正予算（第２号）の専決処分報告

議案
第 36 号 固定資産評価員の選任 全会一致同意

第 37 号 一般会計補正予算（第１号） 全会一致可決

質質
今
後
、
他
の
業
種
も
支
援

し
て
い
く
の
か
。

答答
今
回
の
補
正
は
緊
急
性
の

高
い
と
こ
ろ
へ
支
援
を
す

る
が
、
今
後
、
要
望
が
出
て
き
た

時
点
で
対
応
を
考
え
て
い
き
た
い
。

燃
油
の
高
騰
対
策

補
正
補
正

施
設
園
芸
農
家
燃
油
価
格

高
騰
対
策
補
助
金　
　
　

地
方
創
生
臨
時
交
付
金
を
活

用
し
、
燃
油
価
格
の
高
騰
に
よ
り

多
大
な
影
響
を
受
け
て
い
る
施
設

園
芸
農
家
の
負
担
を
軽
減
す
る
た

め
、
燃
油
購
入
費
の
一
部
を
支
援

す
る
。

歳出
おでかけタクシー券事業���700万円
愛郷ぐんま地域クーポン事業� 　　　　
� 1億 2368万円
第２弾エールみなかみ商品券事業� 　　
� 9600万円
その他�������� 2億 6432万円

歳入
新型コロナウイルス感染症対応地方創生
臨時交付金������ 1億 6422万円
県支出金������� 1億 2368万円
ふるさと応援基金繰入金�� 5810万円
電子地域通貨チャージ収入� 　　　　　
� 1億 4500万円

（端数処理あり）4億9100万円補正額
総額　144億6100万円令和４年度補

正
補
正
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6月
議会
あらまし

　

６
月
７
日
か
ら
17
日
ま
で
の
会
期
で
６
月
定
例
議
会
を
開
い
た
。

　

発
議
２
件
、
報
告
４
件
、
人
事
２
件
、
条
例
２
件
、
そ
の
他
６
件
、

補
正
予
算
１
件
を
審
議
し
た
。

　

一
般
質
問
は
７
人
で
あ
っ
た
（
6
～
13
頁
）。

審
議
内
容
及
び
結
果

発
議
発
議

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

発
電
設
備
の
適
正
な

設
置
に
関
す
る
条
例

ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
に
認
定
さ

れ
た
、
豊
か
な
自
然
環
境
を
後
世
に
引

き
継
ぐ
こ
と
は
、
私
た
ち
の
使
命
。

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
ー
宣
言
の

町
と
し
て
、
ま
た
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市

計
画
の
観
点
か
ら
も
、
自
然
環
境
を
守

り
つ
つ
、
節
度
あ
る
開
発
を
進
め
て
い

く
こ
と
が
大
切
と
考
え
、「
み
な
か
み

町
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
の

適
正
な
設
置
に
関
す
る
条
例
」「
み
な

か
み
町
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設

備
設
置
審
議
会
設
置
条
例
」
の
制
定
を

発
議
し
、
可
決
し
た
。

補
正
補
正

産官学金連携によるまちづくり事業� 　

� 6億 2981万円

子育て世帯生活支援特別給付金事業�

� 1079万円

その他���������� 4868万円

歳出 歳入
既存観光拠点再生・高付加価値化推進事業補助金�

� 2 億 4227万円

地方創生応援税制寄附金�

� 3億 8755万円

その他���������� 5946万円

（端数処理あり）6億8928万円補正額
総額　151億5028万円



問
湯
原
地
区
公
共
施
設
等
最
適
化

事
業
の
実
現
に
向
け
て
の
考
え
は
。

答
町
長

４
者
協
定
に
よ
る
産
官
学
金
事

業
が
ス
タ
ー
ト
し
、
湯
原
地
区
の
公
共

施
設
等
の
最
適
化
に
つ
い
て
提
案
を
い

た
だ
く
予
定
。
町
の
財
政
、
社
会
情
勢

を
考
慮
し
、
整
備
に
向
け
た
実
施
計
画

を
作
成
し
た
い
。

問
水
上
医
院
閉
院
に
伴
う
対
策
は
。

答
町
長

今
後
、
水
上
医
院
の
ご
意
向
と

沼
田
利
根
医
師
会
の
意
見
を
伺
い
、
無

医
地
区
の
問
題
に
つ
い
て
検
討
を
進
め

た
い
。

問
町
長
と
語
る
会
の
再
開
は
、
町

民
の
方
の
声
を
生
で
聞
く
意
味

に
お
い
て
も
必
要
と
思
う
が
見
解
は
。

問
就
任
以
来
、
ど
ん
な
思
い
で
職

に
当
た
り
、
現
在
を
迎
え
て
い

る
か
。

答
町
長

４
年
前
は
、
信
頼
の
回
復
、
町

政
の
正
常
化
と
い
う
課
題
を
抱
え
、
ど

ん
底
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
だ
っ
た
。
新
生

み
な
か
み
中
学
校
の
開
校
や
都
市
計
画

道
路
悪
戸
矢
瀬
線
の
開
通
、
谷
川
岳
イ

ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
の
開
設
、

新
三
国
ト
ン
ネ
ル
の
開
通
な
ど
、
一
定

の
成
果
を
残
し
た
と
感
じ
て
い
る
。

問
失
っ
た
信
頼
の
回
復
に
つ
い

て
、
ど
う
捉
え
て
い
る
か
。

答
町
長

信
頼
の
回
復
は
、
町
長
自
ら
行

動
で
示
す
こ
と
と
思
う
。
信
頼
の
回
復

が
叶
っ
た
か
の
判
断
は
、
今
後
、
町
民

の
皆
さ
ん
が
判
断
す
る
も
の
と
思
う
。

答
町
長

町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
て

お
り
、
町
長
と
語
る
会
と
い
っ
た
機
会

を
設
け
な
く
て
も
、
町
民
の
素
直
な
ご

意
見
、
ご
要
望
は
伺
え
る
と
考
え
て
い
る
。

問
共
働
き
職
員
の
処
遇
に
つ
い

て
。
課
長
職
へ
の
登
用
が
な
い

が
、
偶
然
か
、
意
図
的
か
確
認
し
た
い
。

答
町
長

夫
婦
と
も
管
理
職
と
し
て
登
用

さ
れ
て
い
る
職
員
も
お
り
、
課
長
職
に

求
め
ら
れ
る
能
力
、
基
準
に
達
し
て
い
れ

ば
、
こ
れ
か
ら
登
用
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

死
亡
届
等
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
化
に
向
け

問
死
亡
届
等
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

化
、
い
わ
ゆ
る
総
合
窓
口
化
に

つ
い
て
伺
う
。

答
町
長

　

死
亡
届
の
際
は
、
様
々
な
手

湯
原
地
区
公
共
施
設
等
最
適
化
事
業
は

整
備
に
向
け
た
実
施
計
画
を
作
成

石坂 　武 議員

町
　
長

続
き
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
。
死
亡
届

提
出
時
、
後
日
、
手
続
き
が
ス
ム
ー
ズ

に
出
来
る
よ
う
「
手
続
き
の
ご
案
内
」

を
渡
し
て
い
る
。
最
近
は
、
お
悔
や
み

の
専
用
窓
口
を
設
け
、
ま
と
め
て
手
続

き
を
行
う
自
治
体
が
増
え
て
い
る
の

で
、
そ
の
事
例
を
参
考
に
、
当
町
で
も

取
り
入
れ
ら
れ
る
か
検
討
す
る
。

老朽化で使用が制限されている水上観光会館
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Questions
一般質問

　議員が町の行財政全般にわたって執行機関に疑問点をただし、所信の表明を
求めるもの。
　執行機関の政治姿勢を明らかにし、それに対する政治責任を明確にさせたり、
結果として、現行の政策を変更、是正させあるいは新規の政策を採用させるな
どの目的と効果がある。
　定例会のみで行われ、現在、みなかみ町議会での一般質問の時間は、一人
50分までとなっている。

一般質問とは

町政を問う

事 前 通 告 一 覧
①
学
校
給
食
費
に
つ
い
て
追
考
す
る

②
み
な
か
み
産
出
の
『
水
』
の
積
極
的
な
活
用
で
み
な
か
み
の
Ｐ
Ｒ
を

③
町
内
の
竹
林
の
具
体
的
な
整
備
と
活
用
は

④
大
学
、
学
生
を
呼
び
込
む
施
策
で
関
係
人
口
を
増
や
し
将
来
移
住
・
定
住
に
繋
げ
る
考
え
は

鈴
木
　
美
香 

す
ず
き
　
み
か

①
子
ど
も
の
学
力
の
向
上
と
体
力
の
保
持
増
進
に
お
け
る
取
り
組
み

②
学
校
に
お
け
る
図
書
室
の
新
た
な
活
用
に
お
け
る
取
り
組
み

③
デ
ジ
タ
ル
行
政
の
推
進
の
た
め
の
取
り
組
み

牧
田
　
直
己 

ま
き
た
　
な
お
き

①
保
育
園
留
学
と
い
う
未
来
を
つ
く
る
プ
ロ
グ
ラ
ム

②
セ
ン
ト
ラ
ル
キ
ッ
チ
ン
や
加
工
場
の
必
要
性
と
周
辺
施
設
等
の
活
用
方
法

茂
木
　
法
志 

も
ぎ
　
の
り
ゆ
き

①
過
去
に
行
っ
た
一
般
質
問
、
現
況
と
今
後
の
対
応

阿
部
　
　
清 

あ
べ
　
き
よ
し

①
町
民
の
方
に
寄
り
添
っ
た
施
策
を

②
デ
ジ
タ
ル
の
活
用
で
町
民
の
方
の
安
心
安
全
を

髙
橋
　
久
美
子 

た
か
は
し
　
く
み
こ

①
先
が
見
え
な
い
み
な
か
み
町

窪
田
　
金
嘉 

く
ぼ
た
　
か
ね
よ
し

①
公
約
８
項
目
と
主
要
施
策
の
取
り
組
み

②
死
亡
届
等
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
化
に
向
け

石
坂
　
武 

い
し
ざ
か
　
た
け
し
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答
町
長

令
和
４
年
５
月
末
現
在
、
登
録

人
数
は
41
人
、
町
は
防
災
士
の
資
格
取

得
を
推
進
す
る
た
め
、
助
成
金
制
度
を

創
設
し
養
成
を
行
っ
て
い
る
。

問
借
金
が
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、

そ
の
借
金
の
名
称
は
。
そ
の
借

金
の
金
額
は
。
将
来
的
に
借
金
は
膨
れ

上
が
り
続
け
る
の
か
。
何
時
ま
で
に
返

済
か
。
さ
ら
に
借
金
を
抱
え
続
け
て
も

問
題
は
な
い
の
か
。
財
政
破
綻
は
し
な

い
の
か
。
将
来
的
に
財
政
再
生
団
体
に

陥
る
可
能
性
は
。

答
町
長

地
方
債
の
発
行
抑
制
等
に
継
続

的
に
取
り
組
ん
で
お
り
年
々
改
善
傾

向
。
今
後
も
継
続
的
に
地
方
債
残
高
を

減
少
さ
せ
る
財
政
運
営
に
取
り
組
み
た

い
。
今
後
も
財
政
再
生
団
体
に
該
当
す

る
こ
と
は
な
い
。
地
方
債
は
単
な
る
借

金
で
は
な
く
、
住
民
の
世
代
間
負
担
を

平
準
化
す
る
機
能
を
持
つ
。
民
間
企
業

の
借
入
金
と
、
地
方
公
共
団
体
が
起
こ

す
地
方
債
と
は
全
く
性
質
の
異
な
る
も

の
。
地
方
財
政
法
第
５
条
た
だ
し
書
に

は
、
地
方
債
を
そ
の
財
源
と
し
て
活
用

問
消
防
団
組
織
の
現
状
は
。

答
町
長

条
例
定
数
６
５
９
人
に
対
し
て

基
本
団
員
５
３
９
人
、
機
能
別
消
防
団

員
８
人
。
今
年
度
組
織
改
革
し
、
副
団

長
を
６
人
か
ら
３
人
に
減
ら
し
た
。
団

員
の
報
酬
を
は
じ
め
、
活
動
の
実
態
に

応
じ
た
手
当
の
改
善
な
ど
、
検
討
を
進

め
て
い
る
。

問
消
防
団
詰
所
の
維
持
管
理
費

は
、
行
政
区
の
負
担
軽
減
が
図

ら
れ
る
よ
う
な
方
法
で
考
え
て
行
き
た

い
と
答
え
て
い
た
が
。

答
町
長

各
詰
所
に
お
け
る
電
気
代
や
ガ

ス
代
な
ど
の
光
熱
費
、
浄
化
槽
の
維
持

管
理
料
な
ど
詳
細
を
調
査
し
、
行
政
区

の
負
担
軽
減
を
進
め
て
い
く
。

問
平
成
30
年
11
月
時
点
、
町
内
の

防
災
士
は
22
人
と
説
明
さ
れ
た

が
、
現
在
の
人
数
は
。

問
町
長
の
財
政
運
営
の
基
本
理
念

で
は
、
将
来
に
町
の
財
源
が
不

足
す
る
こ
と
は
な
い
と
の
考
え
か
。
枯

渇
す
る
こ
と
は
な
い
の
か
。

答
町
長

積
立
基
金
残
高
の
減
少
が
、
財

政
運
営
の
悪
化
と
は
考
え
て
い
な
い
。

国
の
交
付
金
な
ど
を
活
用
し
て
い
る

が
、
一
部
の
財
源
に
つ
い
て
は
、
財
政

調
整
基
金
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
状
況

に
は
な
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
継
続
的

に
財
政
調
整
基
金
残
高
が
減
少
し
て
い

る
こ
と
は
課
題
と
認
識
。
近
年
の
行
政

活
動
の
多
様
化
に
伴
い
、
求
め
ら
れ
る

財
政
出
動
は
増
大
す
る
傾
向
に
あ
る
。

財
政
調
整
基
金
に
つ
い
て
は
、
大
規
模

災
害
の
発
生
や
、
予
期
し
な
い
税
収
の

減
収
等
に
備
え
る
た
め
維
持
が
重
要
。

町
民
の
生
活
を
守
る
べ
く
、
必
要
な
事

業
を
検
討
、
実
施
し
て
い
る
。

問
今
後
、
地
域
の
防
災
力
向
上
を

見
込
ん
だ
取
り
組
み
は
。

答
町
長

防
災
拠
点
の
設
置
と
災
害
時
相

互
支
援
体
制
の
構
築
事
業
を
行
い
、
広

域
消
防
、
消
防
団
、
防
災
士
、
自
主
防

災
組
織
に
よ
る
防
災
訓
練
な
ど
、
地
域

防
災
力
の
向
上
を
進
め
て
い
く
。

問
中
学
校
が
統
合
し
、
一
つ
の
学

校
と
な
り
、
町
内
の
至
る
所
か

ら
生
徒
が
通
学
し
て
い
る
。
災
害
発
生

時
、
遠
距
離
通
学
の
生
徒
は
帰
宅
で
き

な
い
こ
と
も
想
定
さ
れ
る
。
新
中
学
校

で
の
防
災
対
策
は
。

答
町
長

保
護
者
に
で
き
る
限
り
連
絡
を

取
る
よ
う
努
め
、
保
護
者
等
が
迎
え
に

来
る
ま
で
学
校
で
預
か
る
。

問
町
道
鹿
野
沢
21
号
線
に
架
か
る

紅
葉
橋
。
質
問
当
時
、
通
行
規

制
が
か
け
ら
れ
渡
る
こ
と
が
で
き
な
い

た
め
、
有
事
の
際
に
備
え
て
管
理
だ
け

で
き
る
も
の
が
規
定
さ
れ
て
い

る
。
臨
時
財
政
対
策
債
の
返
済

金
は
、
交
付
税
算
定
上
の
基
準

財
政
需
要
額
に
算
入
。
借
入
額

の
返
済
金
に
対
す
る
交
付
税
措

置
が
有
利
な
合
併
特
例
事
業
債

や
過
疎
対
策
事
業
債
を
有
効
活

用
。
ま
た
、
そ
の
年
度
の
元
金

償
還
額
を
、
そ
の
年
度
の
地
方

債
の
借
入
額
が
上
回
ら
な
い
よ

う
財
政
運
営
を
行
い
、
継
続
的

に
地
方
債
残
高
は
減
少
。

　

償
還
期
間
に
つ
い
て
は
、
据

置
き
な
し
、
原
則
10
年
と
し
て

お
り
、
早
期
償
還
に
も
努
力
。

令
和
２
年
度
末
の
一
般
会
計
の

地
方
債
残
高
約
97
億
円
の
う

ち
、
主
な
も
の
は
、
合
併
特
例

事
業
債
が
約
16
億
円
、
過
疎
対

策
事
業
債
が
約
37
億
円
、
臨
時

財
政
対
策
債
が
約
38
億
円
。

落
橋
に
よ
る
橋
の
架
け
替
え
は

現
段
階
で
の
架
け
替
え
は
難
し
い

阿部 　清 議員

町
　
長

先
が
見
え
な
い
行
財
政

可
能
な
限
り
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
維
持
向
上

窪田 金嘉 議員

町
　
長

は
徹
底
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し

て
い
た
が
、
今
年
の
大
雪
で
落
橋
し
て

し
ま
っ
た
。
こ
の
橋
が
無
く
な
っ
た
こ

と
で
、
水
上
中
部
地
区
、
藤
原
地
区
の

関
係
者
か
ら
要
望
書
が
提
出
さ
れ
た
。

　

災
害
時
の
迂
回
路
と
し
て
地
域
の
大

変
重
要
な
橋
で
あ
り
、
災
害
時
は
陸
の

孤
島
と
化
し
て
し
ま
う
の
で
、
早
期
に

道
路
橋
と
し
て
の
架
け
替
え
を
強
く
望

む
と
い
う
も
の
。こ
の
要
望
に
対
し
て
、

町
長
の
考
え
は
。

答
町
長

地
元
区
長
を
は
じ
め
、
15
人
の

連
名
で
要
望
書
を
頂
き
、
重
く
受
け
止

め
て
い
る
。
現
段
階
で
の
新
橋
の
架
け

替
え
は
非
常
に
難
し
い
状
況
だ
が
、
国

道
２
９
１
号
は
、
災
害
に
強
い
道
路
を

造
る
こ
と
を
整
備
目
標
と
し
て
い
る
現

状
。
地
域
住
民
が
孤
立
し
な
い
よ
う
県

と
協
力
し
進
め
て
い
く
。

消防団詰所
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答
町
長

乳
幼
児
を
持
つ
子
育
て
家
族

が
、
安
心
し
て
イ
ベ
ン
ト
等
に
出
か
け

ら
れ
る
環
境
づ
く
り
を
検
討
し
て
い
き

た
い
。

預
か
り
事
業
を
活
用
し
た
取
り
組
み
。

　

首
都
圏
の
若
年
層
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
層

や
、
連
携
の
あ
る
企
業
へ
の
ア
プ
ロ
ー

チ
を
考
え
、
保
育
園
留
学
と
い
う
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
つ
い
て
、
現
状
の
町
の
資
源

の
活
用
等
も
含
め
見
解
を
。

答
町
長

に
い
は
る
こ
ど
も
園
に
お
い

て
、
現
行
の
一
時
預
か
り
保
育
事
業
実

施
規
則
の
中
で
運
用
が
可
能
。し
か
し
、

具
体
的
な
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
預
か

る
側
の
こ
ど
も
園
の
状
況
と
、
預
け
る

側
の
親
の
要
望
に
つ
い
て
、
詳
細
な
す

り
合
わ
せ
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
。
状

況
に
よ
っ
て
は
、
規
則
の
見
直
し
も
必

要
と
考
え
て
い
る
。

　

要
望
が
あ
れ
ば
対
応
で
き
る
体
制
は

早
急
に
と
い
う
認
識
で
い
る
。
預
け
た

い
人
が
い
れ
ば
、そ
う
い
っ
た
受
皿
を
、

町
が
用
意
す
る
つ
も
り
で
考
え
て
い
か

な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

則
。
い
ず
れ
も
自
己
負
担
は
、
所
得
区

分
に
応
じ
、
か
か
っ
た
費
用
の
１
割
か

ら
３
割
。
住
宅
改
修
の
限
度
額
は
一
律

20
万
円
、福
祉
用
具
の
購
入
は
10
万
円
。

問
高
齢
者
世
帯
で
こ
れ
を
支
払
う

の
は
、負
担
が
き
つ
い
と
思
う
。

負
担
軽
減
の
目
的
で
、
県
内
で
も
改
修

工
事
費
の
１
割
の
支
払
い
で
済
む
受
領

委
任
払
い
制
度
導
入
の
自
治
体
が
増
え

て
い
る
。
物
価
高
騰
の
折
、
当
町
で
も

負
担
軽
減
、
町
民
に
寄
り
添
う
施
策
と

し
て
受
領
委
任
払
い
制
度
も
導
入
す
べ

き
と
思
う
が
、
見
解
は
。

答
町
長

利
用
者
の
一
時
的
な
負
担
を
少

し
で
も
軽
減
で
き
る
よ
う
、
現
状
把
握

と
対
応
策
の
研
究
を
行
い
、
今
後
導
入

に
向
け
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問
保
育
園
留
学
は
、
幼
少
期
、
自

然
に
触
れ
な
が
ら
心
身
と
も
に

健
や
か
に
育
つ
環
境
を
提
供
で
き
、
両

親
に
と
っ
て
は
、
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

環
境
を
整
え
、
働
き
な
が
ら
短
期
間
の

宿
泊
施
設
を
活
用
し
て
、
地
域
の
方
と

の
つ
な
が
り
も
深
め
ら
れ
、
子
ど
も
と

一
緒
に
食
体
験
や
移
住
体
験
も
で
き
る
。

多
様
な
選
択
肢
を
提
供
し
、
こ
の
町
を

知
っ
て
も
ら
う
こ
と
の
で
き
る
、
一
時

問
中
学
生
以
下
の
子
ど
も
世
代
は

給
食
費
の
高
騰
に
対
す
る
配
慮

が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
高
校
生
は
給
食

で
は
な
い
の
で
、
保
護
者
の
負
担
軽
減

策
が
必
要
。
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
、

施
策
を
計
画
中
と
い
う
こ
と
で
、
高
校

生
世
代
に
、
ミ
ナ
カ
ミ
ハ
ー
ト
５
千
円

分
給
付
を
提
案
す
る
が
見
解
は
。

答
町
長

提
案
の
よ
う
に
い
ろ
ん
な
こ
と

が
考
え
ら
れ
る
。
参
考
に
し
た
い
。

問
介
護
保
険
住
宅
改
修
及
び
福
祉

用
具
購
入
費
の
支
払
い
制
度

で
、
支
払
い
の
方
法
を
伺
う
。

答
町
長

利
用
者
本
人
が
一
旦
費
用
の
全

額
を
業
者
に
支
払
う
。
そ
の
後
、
町
に

申
請
し
、
自
己
負
担
分
を
差
し
引
い
た

額
を
受
け
取
る
償
還
払
い
方
式
が
原

セ※
１

ン
ト
ラ
ル
キ
ッ
チ
ン
や

加
工
場
の
必
要
性

問
観
光
と
農
業
の
町
と
し
て
、
ブ

ラ
ン
ド
力
を
向
上
し
て
い
く
と

き
に
、
地
域
の
生
産
者
や
事
業
者
が

チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る
環
境
が
必
要
で
は
。

問
リ
ト
ル
ベ
ビ
ー
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク

は
、
小
さ
く
生
ま
れ
た
赤
ち
ゃ

ん
と
マ
マ
、
パ
パ
の
た
め
に
作
成
し
た

低
出
生
体
重
児
用
の
手
帳
。
保
護
者
の

心
情
に
寄
り
添
っ
た
施
策
と
し
て
、
リ

ト
ル
ベ
ビ
ー
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
を
作
成
す

べ
き
と
思
う
が
。

答
町
長

厚
生
労
働
省
が
、
２
０
２
３
年

度
に
、
約
10
年
ぶ
り
と
な
る
母
子
健
康

手
帳
の
刷
新
を
予
定
。
そ
の
中
で
低
体

重
児
へ
の
配
慮
を
盛
り
込
む
方
向
な
の

で
、
今
後
の
国
の
動
向
を
注
視
し
研
究

し
た
い
。

問
各
イ
ベ
ン
ト
会
場
に
「
赤
ち
ゃ

ん
の
駅
」を
設
置
す
る
こ
と
で
、

乳
幼
児
を
連
れ
た
親
子
が
気
軽
に
安
心

し
て
参
加
し
て
も
ら
え
る
。
子
育
て
世

代
に
寄
り
添
っ
た
施
策
と
し
て
、「
赤

ち
ゃ
ん
の
駅
」
活
用
の
見
解
は
。

保
育
園
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
見
解
は

要
望
が
あ
れ
ば
対
応
で
き
る
体
制
を

茂木 法志 議員

町
　
長

受
領
委
任
払
い
制
度
も
導
入
す
べ
き
で
は

今
後
導
入
に
向
け
て
検
討

髙橋 久美子 議員

町
　
長

町内産リンゴの加工品はジュースや
パイやジャムが多いです。

嬬恋村のイベントで設置された「赤ちゃんの駅」

答
町
長

町
内
産
農
産
物
を
ど
う
加
工
、

販
売
す
る
か
と
い
う
こ
と
が
重
要
。
各

農
家
か
ら
農
産
物
を
収
集
し
、
一
括
で

加
工
で
き
る
施
設
は
、
町
全
体
の
ブ
ラ

ン
ド
力
の
底
上
げ
や
、
農
家
所
得
の
向

上
に
つ
な
が
る
と
思
わ
れ
る
が
、
初
期

投
資
や
運
営
経
費
を
考
慮
し
、
慎
重
に

検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
農
家
や

飲
食
店
等
事
業
者
の
皆
様
が
、
生
産
か

ら
販
売
ま
で
の
一
連
の
流
れ
を
ど
の
よ

※
注
１ 

集
中
調
理
施
設
。飲
食
店
、病
院
、

学
校
の
給
食
等
の
た
め
、
一
カ
所

で
集
中
的
に
調
理
す
る
施
設
。

　

＊
他
に
危
機
管
理
水
位
計
な
ど
、
防

災
情
報
の
活
用
な
ど
質
問
し
て
い

ま
す
。

う
に
考
え
て
い
る

か
、
ど
の
よ
う
な

施
設
を
望
ん
で
い

る
の
か
、
ニ
ー
ズ

把
握
が
必
要
と
考

え
て
い
る
。
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答
町
長

社
会
人
と
な
っ
た
卒
業
生
の
皆

様
が
町
を
再
訪
し
た
際
に
、
過
去
の
活

動
が
ま
ち
づ
く
り
に
反
映
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
実
感
で
き
る
よ
う
な
取
り
組
み

を
展
開
し
、
関
係
人
口
の
創
出
を
図
る

と
共
に
、
将
来
に
向
け
て
長
期
的
視
野

で
移
住
・
定
住
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

　

＊
他
に
『
生
徒
以
外
の
給
食
費
に
つ

い
て
』『
み
な
か
み
産
出
の
水
に

つ
い
て
』
質
問
し
ま
し
た
。

よ
っ
て
奪
わ
れ
て
し
ま
い
、
か
な
り
の

体
力
低
下
に
繋
が
っ
て
い
る
。

問
当
町
の
場
合
は
、
中
学
校
統
合

も
行
わ
れ
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の

都
合
か
ら
も
部
活
動
に
か
け
る
時
間
が

よ
り
少
な
く
な
る
が
、
運
動
時
間
の
確

保
の
方
策
は
。

問
こ
れ
か
ら
は
児
童
と
教
師
双
方

だ
け
で
行
わ
れ
る
学
校
教
育
環

境
で
は
な
く
、
保
護
者
や
地
域
を
含
め

た
、
関
わ
り
合
い
の
中
で
営
ま
れ
る
学

校
運
営
が
必
要
。
学
校
図
書
館
を
住
民

に
開
放
す
る
可
能
性
は
。

答
教
育
長

交
流
の
場
、
子
ど
も
の
新
し
い

居
場
所
、
地
域
の
人
と
の
関
り
の
場
と

い
う
視
点
は
重
要
だ
と
思
う
。
実
現
に

は
よ
く
研
究
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

子
ど
も
の
学
力
と
体
力

問
全
国
体
力
運
動
能
力
調
査
を
踏

ま
え
る
と
、
子
ど
も
達
の
大
幅

な
体
力
の
低
下
が
見
受
け
ら
れ
る
が
、

当
町
の
子
ど
も
達
の
場
合
は
ど
う
か
。

答
教
育
長

当
町
の
小
学
生
は
、
平
均
よ
り

も
高
い
数
値
で
あ
る
。
た
だ
中
学
生
の

場
合
は
、
部
活
の
時
間
が
コ
ロ
ナ
に

問
荒
れ
た
竹
林
の
対
策
は
。

答
町
長

ぐ
ん
ま
緑
の
県
民
税
を
活
用

し
、
竹
林
整
備
等
を
実
施
。
里
山
環
境

の
保
全
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

問
切
っ
た
竹
の
処
分
方
法
に
苦
慮

し
て
い
る
。
切
っ
た
ま
ま
運
べ

る
場
所
が
あ
れ
ば
、
管
理
し
や
す
い
の

で
は
な
い
か
。

答
町
長

各
地
区
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

で
実
施
す
る
、
導
水
路
の
整
備
や
里
山

整
備
に
よ
っ
て
排
出
さ
れ
た
伐
木
材
や

枝
、
竹
等
を
処
理
で
き
る
よ
う
、
木
材

破
砕
機
の
無
料
貸
出
し
を
行
っ
て
い

る
。
令
和
３
年
度
に
は
、
竹
炭
の
利
活

用
に
つ
い
て
研
修
会
を
実
施
。
竹
炭
利

用
だ
け
で
な
く
、
竹
製
品
の
開
発
や
製

て
、
大
き
く
上
昇
し
て
い
る
。
当
町
の

子
ど
も
達
の
現
状
は
。

答
教
育
長

小
学
５
年
生
は
約
17
％
、
中
学

２
年
生
は
約
21
％
、
こ
れ
は
全
国
平
均

を
大
き
く
超
え
て
い
る
。

問
学
力
に
つ
い
て
。
変
化
の
激
し

い
社
会
の
中
、
で
き
る
限
り
義

地
域
開
放
型
図
書
館
の
可
能
性
は

研
究
が
必
要

牧田 直己 議員

教
育
長

切
っ
た
竹
の
処
分
方
法
は

竹
の
利
活
用
を
検
討

鈴木 美香 議員

町
　
長

肥満である児童生徒の割合の経年変化
出展：スポーツ庁　令和 3 年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査結果
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集

造
な
ど
、
竹
の
利
活
用
は
関
係
者
も
交

え
て
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

大
学
・
学
生
を
呼
び
込
む

問
歴
史
、
文
化
、
芸
術
、
自
然
環

境
、
観
光
産
業
、
ま
た
教
育
と

い
っ
た
多
様
な
分
野
に
お
い
て
、
多
く

の
大
学
や
専
門
学
校
が
当
町
に
注
目
し
、

可
能
性
を
感
じ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

活
動
先
と
し
て
選
ば
れ
て
い
る
理
由
は
。

答
町
長

大
学
や
専
門
学
校
生
が
存
在
す

る
首
都
圏
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
の
よ
さ

と
、
自
然
環
境
を
含
め
た
地
域
資
源
の

充
実
と
感
じ
る
。

問
10
代
、
20
代
の
若
い
世
代
が
町

に
関
わ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
。

答
町
長

若
者
世
代
へ
町
の
認
知
度
を
高

め
る
こ
と
で
、
保
護
者
や
家
族
の
認
知

度
も
必
然
的
に
上
昇
す
る
。
自
ら
判
断

し
行
動
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
18
歳

以
上
の
学
生
に
フ
ォ
ー
カ
ス
し
た
誘
客

活
動
に
つ
い
て
も
研
究
し
た
い
。

問
地
域
課
題
の
解
決
と
学
生
の
活

動
拠
点
と
し
て
、
大
学
側
に
町

に
は
受
け
入
れ
る
フ
ィ
ー
ル
ド
と
体
制

が
あ
る
。
す
ぐ
に
移
住
に
つ
な
が
ら
な

く
て
も
、
必
ず
将
来
へ
つ
な
が
る
。
社

会
人
に
な
っ
て
、
思
い
出
の
地
と
し
て

再
度
訪
れ
る
方
、
自
然
豊
か
な
場
所
で

の
子
育
て
を
望
む
若
い
世
代
に
、
す
ば

ら
し
い
子
育
て
支
援
を
し
て
い
る
み
な

か
み
を
選
ん
で
も
ら
う
き
っ
か
け
に
な

る
の
で
は
な
い
か
。

務
教
育
期
間
に
基
礎
学
力
を
高
め
る
環

境
づ
く
り
が
必
要
だ
が
、そ
の
方
策
は
。

答
教
育
長

あ
ら
ゆ
る
力
が
必
要
だ
が
、
特

に
課
題
意
識
を
大
事
に
し
た
探
究
型
授

業
に
力
を
入
れ
た
い
。
こ
れ
が
、
こ
れ

か
ら
の
社
会
を
生
き
る
基
に
な
る
力
だ

ろ
う
と
考
え
て
い
る
。

問
こ
れ
か
ら
ど
ん
ど
ん
人
工
知
能

が
出
て
き
て
、
無
く
な
っ
て
い

く
職
種
も
増
え
て
い
く
。
人
工
知
能
に

は
で
き
な
く
て
人
間
に
あ
る
力
、
す
な

わ
ち
読
解
力
が
必
要
に
な
る
と
考
え
る

が
い
か
が
か
。

答
教
育
長

国
際
学
習
到
達
度
調
査
に
お
け

る
読
解
力
の
結
果
に
つ
い
て
、
日
本
は

２
０
１
５
年
は
８
位
で
あ
っ
た
が
、
18

年
に
は
15
位
と
落
ち
て
い
る
。
当
町
で

も
読
解
力
に
注
視
し
て
指
導
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。

答
教
育
長

現
在
、
部
活
動
の

時
間
は
毎
日
15
分
は
減
っ

て
い
る
。
対
策
と
し
て
は

掃
除
の
時
間
を
Ａ
・
Ｂ
の

２
班
に
分
け
て
、
Ａ
班
が

掃
除
し
て
る
際
は
Ｂ
班
は

ラ
ン
ニ
ン
グ
を
行
う
な
ど
の

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。

問
肥
満
率
に
つ
い
て

全
国
調
査
結
果
を

踏
ま
え
る
と
、
令
和
元
年

か
ら
令
和
３
年
に
か
け
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今
号
で
は
、
わ
が
町
に
残
る
石
仏
の
中
か
ら
、
歴
史

的
文
化
財
で
あ
る
宝
篋
印
塔
の
三
基
を
紹
介
し
ま
す
。

編
集
ア
ド
バ
イ
ザ
ー 

利
根
川
太
郎
氏
に
伺
い
ま
し
た
。
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集

素
晴
ら
し
い
こ
の
町
を
町
民
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
大
切
に
し
て
い
く

た
め
、
議
会
発
で
町
に
あ
る
「
お
宝
」
を
再
確
認
す
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

「
こ
の
町
に
は
、
い
ろ
い
ろ
あ
る
。
何
も
な
い
こ
と
な
い
。」

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
皆
さ
ん
か
ら
の
情
報
も
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

町
の
宝ほ

う

篋き
ょ
う

印い
ん

塔と
う

か
ら

1 

綱
子
の
宝
篋
印
塔

 

　
　 

阿
部
さ
ん
宅
裏

　
「
町
誌
み
な
か
み
」
に
よ
る
と
、
永

和
二
年
（
一
三
七
六
）
に
建
て
ら
れ
た

宝
篋
印
塔
で
あ
る
。

　

こ
の
時
代
、
沼
田
氏
五
代
景
繁
が
一

帯
を
支
配
す
る
時
代
で
、
尾
瀬
や
藤
原

に
は
前
九
年
・
後
三
年
の
役
に
敗
れ
た

安
倍
氏
や
家
臣
の
子
孫
が
隠
れ
住
ん
で

い
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
宝
篋
印
塔
が
建
て
ら
れ
た
翌

年
、
景
繁
に
出
仕
し
た
が
折
り
合
い
が

合
わ
ず
、
沼
田
兵
に
追
い
詰
め
ら
れ
て

宝
篋
印
塔
と
は

　

宝
篋
印
塔
と
は
、
元
来
「
宝
篋
印
陀だ

羅ら

尼に

経き
ょ
う」
と
い
う
お
経
を
納
め
た
も
の

で
あ
り
、
宝
篋
印
塔
に
花
を
供
え
供
養

す
れ
ば
、
永
遠
に
罪
は
消
え
、
生
き
て

い
る
間
は
災
害
に
遇
わ
ず
、
死
後
は
必

ず
極
楽
に
生
ま
れ
変
わ
る
と
説
か
れ
て

い
る
。

　

日
本
で
は
、
鎌
倉
時
代
に
一
定
の
形

式
が
整
う
。
時
代
が
下
る
と
小
型
化
し

供
養
塔
や
墓
と
し
て
建
て
ら
れ
た
。

　

宝
篋
印
塔
の
時
代
考
察
は
笠
部
分
の

「
隅す
み
か
ざ
り
と
っ
き

飾
突
起
」
の
角
度
で
調
べ
る
。
垂

直
に
近
い
ほ
ど
歴
史
が
古
い
。

　

わ
が
町
に
は
多
く
の
宝
篋
印
塔
が
存

在
し
、江
戸
時
代
中
期
の
も
の
が
多
い
。

恩
田
の
薬
師
堂
で
集
団
で
自
害
し
て
い

る
。
こ
の
時
代
考
証
か
ら
安
倍
氏
と
の

関
わ
り
が
あ
る
宝
篋
印
塔
で
な
い
か
と

考
え
ら
れ
る
。

2 

上
杉
謙
信
の
供
養
塔

 

　
　 

上
津
の
如
意
寺

　

越
後
の
虎
と
称
さ
れ
た
上
杉
謙
信
は

永
禄
三
年
（
一
五
六
〇
）
か
ら
十
数
年

に
わ
た
り
、
三
国
峠
や
清
水
峠
を
越
え

て
（
越
山
）
関
東
に
進
出
し
た
。

　

天
正
六
年
（
一
七
七
八
）
三
月
十
三

日
、
四
十
九
歳
で
亡
く
な
っ
た
。
そ
の

一
カ
月
後
、
謙
信
の
家
臣
で
沼
田
城
代

を
務
め
て
い
た
上
野
家
成
は
、
後
閑
の

恕
林
寺
に
供
養
塔
を
建
立
し
た
。
そ
の

後
、
如
意
寺
に
移
転
し
た
と
い
わ
れ
て

い
る
宝
篋
印
塔
で
あ
る
。

3 

沼
田
真
田
三
代
藩
主
熊
之
助
墓

 

　
　 

新
治
小
学
校
プ
ー
ル
隣

　

天
正
十
八
年
、
真
田
信
之
が
沼
田
藩

主
と
な
り
、
真
田
氏
の
時
代
が
五
代

九
十
二
年
間
続
く
。

　

寛
永
十
二
年
（
一
六
三
五
）
十
二
月

五
日
、
信
之
の
長
男
信
吉
の
子
熊
之
助

が
四
歳
で
三
代
藩
主
と
な
っ
た
。
し
か

し
、
寛
永
十
五
年
十
一
月
六
日
、
七
歳

で
亡
く
な
っ
た
。
法
名
は
一
陽
院
殿
梅

心
玄
香
童
子
で
今
宿
（
現
新
治
小
学
校

プ
ー
ル
北
隣
）
に
玄
香
院
と
い
う
菩
提

寺
を
建
立
し
て
葬
っ
た
。

　

現
在
は
、
今
宿
の
徳
巖
寺
に
位
牌
が

安
置
さ
れ
て
い
る
。
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の

　り

　し

　ろ

の

　り

　し

　ろ

の　り　し　ろ

谷　折　り　線谷　折　り　線

ハ
ガ
キ
の
方
は
、
こ
の
線
で
切
り
取
り

内
側
へ
貼
り
合
わ
せ
て
投
函
し
て
く
だ
さ
い
。

議会だよりの感想◦

➡

ク イ ズ の 答 え◦ ⇨

差 出 人 氏 名◦ ⇨

差 出 人 住 所◦ ⇨ 〒

�

年 代◦ ⇨ ・〜10代　　　 ・20代　　・30代
・40〜60代　　・70代〜（該当項目に○印を

 付けてください）

（ふりがな）

ＦＡＸの方は、この線で切り取ってご利用下さい。

ＦＡＸ番号 ０２７８－２５－８１２７
➡

議会だより編集特別委員会
委 員 長…阿部　　清
副委員長…鈴木　美香
委　　員…窪田　金嘉・本多　公保
　　　　　髙橋久美子・森　　健治
　　　　　中島　信義
編集アドバイザー
　　　　　利根川太郎
編集モニター
　　　　　利根商業高等学校生徒

次回の定例会は

８月２４日（水）〜
９月　２日（金）の予定。
場所：役場本庁舎３階議場
時間：開会は９時
席数：３４席
【問合せ先】議会事務局
　　　　　 ☎２５‐５０２３

議会傍聴のご案内
規則を守り傍聴してください。

�����流�れ�����
①受付にて「受付表記入（住所・電

話番号・氏名・年齢）」
②受付表を係に渡して「傍聴カード」

を受け取る
③傍聴席へ
④帰りに「傍聴カード」を返却箱へ

入れて終了
※注意／飲食・録画・録音・写真撮

影は禁止。

虚
礼
廃
止
に
ご
協
力
を

　

議
員
は
公
職
選
挙
法
に
よ
り
、
左
記
の
行
為
は
禁

止
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
町
民
の
皆
様
が
議
員
に

寄
付
を
求
め
る
よ
う
な
こ
と
も
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

趣
旨
を
ご
理
解
の
う
え
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

感
� 想
感
� 想

よ
せ
ら
れ
た

感
� 想
感
� 想

高
齢
者
に

や
さ
し
い
町
の

質
問
が
さ
れ
て

い
て
、
興
味
深
く
読
み
ま
し
た
。
全

国
的
に
も
デ
マ
ン
ド
バ
ス
の
運
行
が

な
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
問
題
点
も
あ

る
と
思
い
ま
す
。
様
々
な
問
題
点
を

拾
い
出
し
て
、
そ
れ
か
ら
具
体
化
し

て
い
く
こ
と
を
望
み
ま
す
。
買
い
物

だ
け
で
な
く
、
銀
行
、
役
場
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
れ
る
場
所
に
、
一

人
で
行
け
る
よ
う
な
交
通
手
段
が
必

要
で
す
。
採
算
性
を
考
え
て
の
政
策
を

望
み
ま
す
。
考
え
、議
論
を
重
ね
れ
ば
、

実
現
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

�

（
小
仁
田
）

議
会
だ
よ
り
を
読
み
、
ナ

ラ
枯
れ
の
こ
と
を
初
め
て
知

り
ま
し
た
。
み
な
か
み
町
の

み
被
害
が
継
続
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
心
配
で
す
。

自
然
豊
か
な
町
と
思
っ
て
い
た
の
で
、
今
後
の
対
策

が
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。
引
き
続
き
、
ど
う
な
っ
た

の
か
知
り
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

町
民
ひ
ろ
ば
の
焼
き
い
も
、お
い
し
か
っ
た
で
す
。

記
事
を
見
て
、
ぜ
ひ
食
べ
た
い
と
思
っ
た
の
で
す
が
、

出
店
情
報
が
な
く
、
偶
然
、
沼
田
市
内
で
キ
ッ
チ
ン

カ
ー
に
会
え
ま
し
た
。
今
後
は
お
店
の
情
報
を
載
せ

て
く
れ
る
と
町
の
人
も
行
け
る
と
思
い
ま
す
。

�

（
月
夜
野
）

40
代
～
50
代

40
代
～
50
代

利根商野球部利根商野球部
春季関東高校野球大会県予選 ベスト 4
春季関東高校野球大会県予選 ベスト 4

17 16（第71号）（第71号）

編

　

　

集

情
　
　

報

話
　
　
　

題

一

般

質

問

活

動

報

告

定

例

会

特

　

　

集

編
　
　

集

情
　
　

報

話
　
　
　

題

一

般

質

問

活

動

報

告

定

例

会

特

　

　

集



　
　

 

町
を
知
っ
た
き
っ
か
け

　

草
津
町
に
て
板
前
を
し
て
い
た
と
こ
ろ
、

17
年
前
に
縁
が
あ
り
谷
川
の
旅
館
で
働
く
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

　
　

 

な
ぜ
、
移
住
を
？

　

裕
樹
さ
ん
が
こ
の
地
を
気
に
入
り
、
家
を

買
う
決
断
を
し
ま
し
た
。
趣
味
の
釣
り
を
す

る
の
に
ぴ
っ
た
り
な
場
所
で
す
。

　
　

 

町
の
印
象
は

　

初
め
て
訪
れ
た
と
き
、
錦
秋
の
諏
訪
峡
大

橋
を
見
て
、
な
ん
と
素
敵
な
観
光
地
と
思
い

ま
し
た
。
川
が
印
象
的
で
、
故
郷
の
川
で
鮭

を
捕
っ
て
い
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
し
た
。

　
　

 

住
ん
で
良
か
っ
た
こ
と
は
？

　

自
然
が
素
晴
ら
し
い
。
人
が
優
し
い
。
近

所
の
方
々
に
季
節
の
野
菜
を
頂
い
た
り
、
食

べ
方
を
教
え
て
も
ら
っ
た
り
し
て
助
か
っ
て

い
ま
す
。

　
　

 

お
困
り
の
こ
と
は
？

　

夫
婦
で
東
北
の
育
ち
な
の
で
雪
に
は
慣
れ
て

い
ま
す
が
、
こ
の
冬
の
積
雪
の
多
さ
は
、
正
直
、

疲
れ
ま
し
た
。

　
　

 

抱
負
は
？

　

も
う
一
度
、
自
分
の
店
を
持
ち
た
い
。
板
前

を
育
て
た
い
。
綱
子
公
民
館
を
活
用
し
、
地
域

の
方
へ
安
く
て
美
味
し
い
惣
菜
を
提
供
し
た
い
。

高
齢
者
世
帯
の
食
卓
に
ち
ょ
っ
と
一
品
増
え
た

ら
、
喜
ん
で
も
ら
え
る
か
な
と
思
い
ま
す
。
自

分
の
出
来
る
こ
と
で
人
の
役
に
立
ち
た
い
で
す
。

　
　

 

提
案
さ
れ
た
い
こ
と
は
？

　

使
わ
れ
て
い
な
い
ス
キ
ー
場
が
も
っ
た
い

な
い
。
そ
り
遊
び
と
か
家
族
で
楽
し
め
る
よ

う
、
活
用
で
き
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
　

 
町
民
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

皆
さ
ん
に
良
く
し
て
も
ら
い
、
あ
り
が
た

い
で
す
。

史
上
最
短
の
梅
雨
明
け
と
猛
暑
と
、

体
調
管
理
に
苦
慮
さ
れ
て
い
る
方
も

多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
ん

な
中
で
も
、
残
雪
残
る
谷
川
岳
と
一

面
の
緑
の
ジ
ュ
ー
タ
ン
の
上
を
吹
き
抜

け
る
風
、
鳥
の
さ
え
ず
り
、
木
々
の

木
漏
れ
日
、
早
朝
の
爽
快
感
と
、
蛍

舞
う
夕
べ
は
心
癒
さ
れ
る
ひ
と
と
き

で
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
６
月
14
日
は
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ

パ
ー
ク
に
登
録
さ
れ
て
５
年
目
と
な

り
ま
し
た
。「
足
下
を
掘
れ
、
そ
こ
に

泉
あ
り
」
と
の
言
葉
が
あ
り
ま
す
が
、

身
近
な
と
こ
ろ
に
自
然
を
代
表
と
し

て
素
晴
ら
し
い
宝
物
が
溢
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
４
年
間
は
様
々
な
「
ま
さ

か
」
の
連
続
の
月
日
で
も
あ
り
ま
し

た
。
だ
か
ら
こ
そ
、
身
近
な
大
切
な

も
の
を
感
じ
取
れ
た
こ
と
も
た
く
さ

ん
あ
り
ま
し
た
。

今
号
で
こ
の
メ
ン
バ
ー
で
の
編
集

も
終
了
と
な
り
ま
す
。
貴
重
な
ご
意

見
も
い
た
だ
き
、
心
よ
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。」�

（
髙
橋
久
美
子
）

編
集
／
議
会
だ
よ
り
編
集
特
別
委
員
会

印
刷
／
有
限
会
社
 コ
ト
ブ
キ
印
刷
　
☎
0
2
7
8
-2
2
-5
4
0
0

〒
3
7
9
-1
3
9
3
 群
馬
県
利
根
郡
み
な
か
み
町
後
閑
3
1
8

　
　
　
　
　
　
  ☎
0
2
7
8
-
2
5
-
5
0
2
3

発
行
責
任
者
／
議
長
　
山
田
　
庄
一

集

後

記

編

　勝廣さんは青森県、美佐子さんは

秋田県のご出身。勝廣さんは板長さん。

裕樹さんは板前の修行中、美佐子さん

も厨房を手伝っています。
移住・定住シリーズ㉛

赤石さんご一家

赤あ
か
い
し石

　
勝か
つ
ひ
ろ廣 

さ
ん 

63
歳（
綱
子
区
）

美み

佐さ

子こ 

さ
ん 

64
歳
　
　
　
　

裕ゆ
う
き樹 

さ
ん 

38
歳
　
　
　
　

食
卓
に

も
う
一
品
増
え
た
な
ら

勝廣さんのお料理

▪Ⓐ…酒、みりんを鍋に入れアルコールを飛ばし、
　　　白みそ、砂糖とよく混ぜ合わせておきます。
▪山椒の葉をすり鉢ですります。
▪すり鉢に、冷ましたⒶを少しずつ加えてさらに擦り、

完成です。

木の芽みそのレシピを
 教えていただきました。

木の芽　適量

⎩
⎨
⎧

白みそ 300g　
砂糖 100g　
酒 150cc
みりん 50cc

Ⓐ

筍やこんにゃく等に和えたり、魚や肉に塗って
焼いたり、様々な使い方ができますよ。


